
　

本
書
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
、
環

境
へ
の
配
慮
を
取
り
込
ん
だ
農
業
施
策
の
総
称
と

し
て
の
農
業
環
境
政
策
の
観
点
か
ら
、
欧
米
各
国

の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
農
政
は
農
業
環
境
政
策
の
比
重
が
高
ま
る
方

向
に
あ
り
、
今
回
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
は
、
そ
の
具
体
的
施
策
の
端
緒
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

農
業
環
境
政
策
は
欧
米
で
は
す
で
に

二
〇
年
以
上
の
実
績
が
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
で

は
一
九
七
五
年
の
条
件
不
利
地
域
対
策

か
ら
始
ま
り
、
八
五
年
の
Ｅ
Ｕ
規
則
七

九
七
／
八
五
第
一
九
条
の
制
定
に
よ
っ

て
環
境
支
払
い
が
始
ま
っ
て
い
る
。
九
二
年
の
共

通
農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
改
革
は
、
直
接
支
払
い

に
よ
る
所
得
補
填
を
実
施
し
、
Ｅ
Ｕ
規
則
二
〇
七

八
／
九
二
に
よ
り
農
業
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
植
林

助
成
が
、
二
〇
八
〇
／
九
二
に
よ
り
早
期
引
退
助

成
が
定
め
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
・
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
市
場
負
担
緩
和
と
農
耕
景
観

の
た
め
の
所
得
補
償
（
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ａ
）
や
バ
イ
エ
ル

ン
州
の
農
耕
景
観
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｐ
）

な
ど
が
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
農
業
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
草
地
奨

励
金
、
有
機
農
業
へ
の
転
換
、
投
入
量
削
減
、
ビ

オ
ト
ー
プ
保
全
、
火
災
リ
ス
ク
防
止
、
水
質
保
全

な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
土
壌
浸
食

防
止
を
目
的
と
し
た
土
壌
保
全
対
策
の
歴
史
が
あ

り
、
八
五
年
か
ら
は
代
表
的
な
環
境
支
払
い
で
あ

る
保
全
休
耕
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
一
三
五
六
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
二
九
万
農
場
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
れ
ば
、
直
接
支
払
い
の
対
象
領
域
は
、

構
造
調
整
、
所
得
安
定
化
、
災
害
救
済
、
最
低
所

得
補
償
、
環
境
財
の
五
つ
で
あ
り
、
環
境
財
を
供

給
す
る
目
的
の
直
接
支
払
い
が
環
境
支
払
い
と
さ

れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
も
、
阿
蘇
草
原
の
景
観
保
全
の
た
め

に
地
元
新
聞
社
主
催
の
基
金
造
成
や
自
治
体
に
よ

る
労
賃
や
牧
野
使
用
料
へ
の
補
助
、
農
林
水
産
省

と
環
境
省
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
。
稀
少

植
物
や
観
光
資
源
の
保
護
は
畜
産
業
だ
け
で
は
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
三
重
県
紀
和
町
の
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
や
石
川
県
輪
島
市
の
棚
田
保
全
基

金
は
農
業
生
産
に
よ
っ
て
多
面
的
機
能
の
増
進
を

図
る
点
で
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
と
共
通
す

る
面
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

価
格
支
持
に
よ
る
農
業
経
営
体
質
強
化
機
能
が

衰
え
る
な
か
で
、
欧
米
各
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

で
こ
の
障
害
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
本

書
の
よ
う
に
、
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
包

含
す
る
農
業
環
境
政
策
の
拡
大
も
そ
の
工
夫
の
一

つ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
か
か
る
年
間
支
出

は
約
一
七
億
ド
ル
で
、
環
境
保
全
対
策
費
の
約
半

分
を
占
め
て
い
る
と
は
い
え
、
農
務
省
予
算
全
体

の
約
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
直
接
支
払
い
だ

け
で
も
二
〇
〇
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

環
境
支
払
い
よ
り
も
価
格
引
き
下
げ
の
代
償
と
し

て
の
所
得
支
持
や
、
所
得
の
大
幅
減
少
に
対
す
る

支
払
い
な
ど
の
ほ
う
が
ウ
ェ
イ
ト
は
大

き
く
、
環
境
支
払
い
は
未
だ
非
力
と
い

う
印
象
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
委

員
会
が
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
〇
〇
」
で

環
境
支
払
い
の
受
給
上
限
設
定
を
提
案

し
た
こ
と
や
、
環
境
遵
守
事
項
で
あ
る

ク
ロ
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
減
額
調
整
措
置
）
に
よ
っ
て
直
接
支
払
い

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
よ
う

に
、
農
業
環
境
政
策
の
経
営
体
質
強
化
機
能
が
今

後
順
調
に
拡
大
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
も
危
惧
す
べ
き
面
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
な
ど
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
は
あ
る
も

の
の
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
食
料
自
給

率
の
向
上
を
目
的
と
し
た
農
業
経
営
体
質
強
化
が

支
持
さ
れ
る
情
勢
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
二
〇
〇
一
年
六
月
、二
五
一
頁
、一
、八
〇
〇
円
）

（
桜
井
慎
悟
）
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『
中
山
間
地
域
等
へ
の

　
　
　

直
接
支
払
い
と
環
境
保
全
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　

合
田
素
行
編
著
（
家
の
光
協
会
）　
　


